
百
回
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
。

公パ
U

大
理
寺
務

l
大
患
寺
指
附
領
で
は
、
江
沼
郡
篠
原

の
垣
内
篠
原
新
、
新
保
の
垣
内
伊
切
、
能
業
部
佐
奨

の
垣
内
神
山
佐
業
=
一
令
市
山
の
み
に
照
泌
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
茨
恕
紀
聞
に
は
、
音
小
箆
村
に
鑑
寵
が
あ
っ

た
と
も
犯
さ
れ
る
。

シ

ホ

子

浦

れ
羽
咋
郡
邑
知
院
内
志
雄
庄
に

屈
す
る
部
即
問
。
能
菅
名
跡
志
に
、『
此
防
は
苦
よ
り
拐

に
て
、
初
は
志
保
と
岱
き
、
則
志
保
跡
駐
す
一
ち
給

ふ
。
』
と
見
え
る
。
こ
与
に
志
保
と
あ
る
の
は
子
捕
と

共
に
後
附
純
じ
た
も
の
で
あ
り
、
元
来
前
獄
抽
出
大
伴

家
持
の
欧
に
見
え
る
如
〈
芯
乎
と
す
る
の
が
正
し
か

っ
た
の
で
あ
る
。
子
加
の
文
宰
に
就
い
て
は
、
延期且

五
年
の
給
闘
方
留
記
に
、『
正
保
三
年
高
辻
仮
に
m
羽咋

郡
志
紺
村
と
mu
上
る
盤
、
村
御
印
都
替
の
町
村
方
よ

り
巾
，X
に
付
子
浦
村
と
軒
直
る
。
冗
文
四
年
高
辻
幌

に
は
正
保
の
如
〈
郡
上
る
。
』
と
あ
る
。

村
御
印
都
替

の
時
と
は
寛
文
十
年
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

シ

ホ

之

甫

J
ソ
ウ
ガ
ハ
ヤ
Y

ホ

相

前
屋
之

甫。
ジ

ホ

地
保

一
一
応
羽
咋
郡
料
遁
庄
に
関
す
る

押
印

W

問。シ
ポ
ウ
四
坊

河
北
郡
五
ヶ
庄
に
臨
す
る
部
盟
問
。

シ
ホ
ウ
シ
ン
カ
イ
仕
法
新
開

l

y
y
カ
イ

F
W

川
口

n
o

z
B
 

シ
ホ
ウ
ダ
カ
仕
法
一一
品
務
政
の
時
、
ぽ
務
者
が

そ
の
悦
務
を
排
務
し
得
ざ
れ
ば
、
腕
有
の
高
を
的
機

者
に
渡
し
置
〈
も
、
借
用
の
元
銀
に
射
し
契
約
の
利

足
を
仕
錦
ふ
と
き
は
、
高
作
配
を
録
し
得
る
も
の
を

仕
法
一
品
と
い
う
た
。

シ
ポ
ウ
生
カ
サ
カ
四
坊
高
坂

に
臨
す
る
郎
稿
。

シ
ホ
ウ
チ
ョ
ウ
ダ
ツ
ギ
ン

元
年
加
賀
滞
は
財
政
の
窮
乏
を
救
は
ん
錦
、
八
月
十

日
組
外
御
番
顕
木
梨
左
兵
衛
有
使
、
定
番
御
馬
廻
番

頭
竹
田
彦
六
郎
忠
直
を
御
仕
法
御
調
謹
方
御
用
に
命

じ
、
十
月
宮
廷
に
釣
し
初
め
て
仕
法
制
強
仰
酬
の
提
供

を
命
じ
た
o
m
m
し
従
来
用
銀
の
上
納
を
命
ず
る
こ
と

数
十
回
に
及
ん
で
、
も
は
や
之
に
郎
ず
る
も
の
が
な

〈
な
っ
た
か
ら
、
新
た
な
る
名
棋
を
撚
ん
だ
も
の

で
、
貨
は
取
除
制
母
子
に
外
な
ら
ず
、
出
附
は
定
そ
仮

し
て
強
制
的
に
之
に
加
入
せ
し
め
た
。
仕
法
制
慾
銀

の
方
法
は
、
銀
一
質
問
を
一
口
、
六
十
日
を
一
組
と

し
、
七
且
・
十
二
月
の
拙
鍛
に
よ
っ
て
、
第
十
曲目ま

で
侮
回
二
人
、
第
十
一

合
は
時
間
除
全
部
を
侃
泌
す
る

こ
と
h

し
、

一
人
に
て
一
口
を
加
入
し
得
ぬ
者
は
搬

入
で
質
的
せ
し
め
た
。
故
に
文
政
元
年
成
ホ
の
組
は

六
年
に
全
部
償
法
せ
ら
れ
、
二
年
に
成
放
の
組
は
七

年
に
訪
了
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
間
三
年
財
政
問
艇

を
理
陶
と
し
て
、
改
め
て
償
還
期
限
を
一
五
今
年
延
長

し
、
還
に
跨
携
の
時
に
及
び
、
文
政
九
年
そ
の
契
約

を
戦
略
説
し
て
抑
来
航
訟
を
仔
は
ざ
る
こ
と
L
し
、
同

時
に
務
よ
り
仕
法
調
建
銀
を
仇
用
せ
る
士
人
の
悦
務

を
も
解
除
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
こ
の
年
総
は
領

民
に
射
し
、
多
額
の
用
銀
上
納
な
命
じ
た
か
ら
、
若

し
仕
法
調
建
閉
山
を
も
出
さ
し
め
る
時
は
、
二
置
の
上

納
を
裂
す
る
こ
と
L
な
る
が
故
に
、
之
を
救
油
開
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

口

ηで
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
理
由
に
な
ら
ぬ
理
由
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

シ
ホ
ガ
ハ
子
浦
川

同
川
能
号
に
於
け
る
長
続

の
一
で
、
源
を
箆
鐙
山
の
東
方
に
渡
し
、
羽
咋
郡
所

司
原
に
軍
っ
て
商
北
に
鱒
じ
、
深
谷
に
設
す
る
深
谷

川
を
容
れ
、
子
捕
に
去
っ
て
北
流
し
、
石
野
町
で
再

び
西
に
折
れ
て
羽
咋
町
に
入
り
、
こ
ι
ム
に
蚊
披
よ
り

設
す
る
長
者
川
を
併
せ
、
迭
に
羽
咋
川
の
下
慌
に
合

L
て
ゐ
る
。
そ
の
疏
程
二

O
粁。

シ
ホ

河
北
郡
五
ケ
庄

仕
法
調
達
銀

文
政

シ
ホ
カ
ハ
チ
ョ
ウ
塩
川
町

金
保
の
町
名
。
務

士
箆
川
氏
が
敏
代
居
住
し
た
放
の
都
で
あ
る
。

シ
ホ
カ
ハ
ヤ
ス
ザ
エ
モ
ン

畷
川
安
左
衛

門

初

名
係
作
。
院
長
十
丸
年
初
め
て
前
回
利
常
に
仕
へ
て

七
百
石
を
受
け
、
大
坂
再
役
に
使
番
を
勤
め
、
後
利

。
聞
の
小
松
に
退
隠
し
た
時
之
に
従
ひ
、
次
い
で
金
裸

に
邸
っ
て
箆
川
町
に
住
し
た
。

一一
代
安
左
衛
門
、
政

治
三
年
家
を
間
関
ぎ
、
小
松
町
奉
行
と
な
り
‘
斑
文
=
一

年
間
担
。
三
代
安
左
衛
門
久
貞
は
、
初
名
平
入
、
傑
六

百
石
、
組
問
肌
今
石
助
等
支
配
に
車
。
、
U
干
保
九
年

致
仕
し
て
休
庖
と
蹴
し
、
十
八
年
五
且
八
十
八
践
を

以
て
夜
。
久
点
の
益
子
孫
作
久
之
は
是
よ
り
先
箆
永

九
年
に
裂
し
、
そ
の
子
安
左
衛
門
久
元
組
焚
の
後
を

受
け
、
明
和
二
年
十
月
七
十
肢
を
以
て
残
し
た
。
放

に
諸
都
に
似
へ
る
亭
保
十
八
年
伎
懇
の
者
を
自
宅
に

招
き
興
行
せ
し
め
て
問
凶
を
起
し
た
安
左
衛
門
は
久

元
で
あ
る。

シ
ホ
ガ
マ
ザ
テ
ラ

鐙
酒
製

金
探
粂
J

ハ
削
千
品
磁

気
の
中
央
に
在
る
。
根
元
の
周
同
六
米
四
、
地
上
九

O
組
で
一
九
幹
に
分
か
れ
、
そ
の
分
岐
路
で
閥
側
五
米

八
。
抑
制
伸
一
升
で
白
色
八
題
約
十
世
摘
。
花
径
四
額
五
。

シ
ホ
カ
ラ

回目
辛

鳳
至
郡
西
海
岸
の
製
を
名
産

と
し
た
。
能
問
。
名
跡
芯
に
、
『
随
磯
村
よ
り
輪
島
ま

で
、
西
海
七
捕
の
郷
と
て
村
々
多
し
。
商
海
蛸
と
て

刺
鈎
・誼
半
額
の
名
物
也
。
深
見
・大
都
・五
イ
洲
・
皆

且
・鵜
人
・
光
捕
・
下
山
な
ど
与
て
、
御
地
物
銃
半
等

は
、
此
初
偲
ひ
の
刷
出
よ
り
上
る
な
り
。
』と
見
え
る
。

誼
辛
に
二
純
あ
-
る
。
脊
協
は
生
側
の
肝
箇
及
び
幽
門

濯
を
撰
分
け
た
も
の
一
升
に
箆
三
合
の
明
合
で
償

け
、
六
十
日
乃
去
百
日
を
綬
た
後
に
之
を
上
げ
‘
天

秤
仕
鈍
で
汁
を
採
り
、
庖
丁
で
訂
碑
い
た
も
の
。
他

を
切
込
と
い
ひ
、
脊
臨
を
儲
け
た
液
に
僚
の
切
身
叉

は
節
子
等
を
浸
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
脊
悔
の

製
造
は
今
日
行
は
れ
ず
‘
そ
の
代
り
に
ナ
Y
そ

y
と

い
う
て
、
隠
・
食
道
及
び
肢
を
除
い
た
以
外
の
内
脳

全
部
を
筑
前
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
図
に
い
ふ
、
前

程
幽
門
震
は
幽
門
官
惑
と
も
い
ひ
、
間
及
び
阪
の
留

に
存
す
る
一
一
艇
の
附
回
路
で
、
灰
色
の
腸
航
中
な

す
。
魚
類
に
よ
り
金
〈
鍛
如
し
、
或
は
二
三
個
な
る

も
あ
る
が
、
館
で
は
百
個
に
及
び
、
能
管
で
は
そ
れ

を
ス
ジ
ノ
フ
サ
と
い
う
て
ゐ
る
o

，

シ
ホ
カ
ラ
ド
ゾ
ウ

堕
辛
土
藤
金
問
械
本
丸
に

在
っ
て
、
干
紡
・曲
目
半
惇
軍
用
の
例
制
食
を

議
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
建
築
の
年
隠
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

明
治
機
絡
の
後
ま
で
も
存
し
、
そ
の
闘間
半
は
鮎
の
大

き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

シ
ホ
コ
シ
ノ
マ
ツ
汐
越
の
松

廻
凶
艇
把
加
到

の
本
折
の
次
に
『
沙
こ
し
の
訟
を
見
侍
り
て
、
年
波

の
外
に
も
た
か
き
沙
こ
し
の
松
の
音
ぞ
汲
み
て
し
ら

る
t
h

』
と
あ
る
の
は
、
刑
罰
し
て
何
れ
の
地
で
あ
ら
う

か
o
mm
し
汐
越
の
松
は
加
賀
と
越
前
の
沼
な
る
、
北

潟
の
水
が
携
に
朝
す
る
所
の
左
借
越
前
の
神
的
坂
村
に

在
っ
た
と
す
る
は
普
通
の
設
で
、
芭
認
が
由
自
の
剣
道

に
も
、
越
前
境
古
口
附
の
入
江
を
舟
に
料
し
て
汐
こ
し

の
松
を
説
明
ね
た
こ
と
を
記
し
、
日
つ
商
行
の
詠
で
あ

る
と
て
、『夜
も
す
が
ら
臥
に
披
を
は
こ
ぼ
せ
て
目
を

た
れ
た
る
沙
こ
し
の
松
』
の
献
を
引
用
し
て
ゐ
る
。

奥
細
道
官
菰
抄
に
は
、
こ
の
歌
の
作
者
を
商
行
で
は

な
く
蓮
如
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
、
吉
崎
の
入
江
は

即
ち
北
潟
で
、
そ
の
下
慌
に
抄
越
の
松
が
あ
っ
た
と

す
る
に
於
い
て
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
廻
同
総
胞

に
謂
ふ
厨
の
沙
越
の
松
が
滋
医
附
近
で
な
い
こ
と

は
、
本
析
と
仰
，
原
と
の
中
間
に
之
を
叙
し
て
あ
る

に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
随
う
て
其
の
所
在
を
小
松
よ
り

謹
か
ら
ざ
る
地
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
思
ふ
に
こ
L

に
根
上
村
が
あ
る
が
、
邑
名
は
根
上
り
の
松
が
あ
っ

三
七
五


